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１．雪印メグミルク連結経営成績 （億円・％）

平成23年3月期第２四半期決算の概要①

1) 前年数値は平成21年4月1日に経営統合したと仮定した場合の数値で、未監査の数値

2) 一部の連結子会社は前年に決算期を変更しているが、その影響を調整している

105.4５７109.4５５６０純 利 益

113.1８５113.2８５９６経 常 利 益

115.9７５109.0８０８７営 業 利 益

102.3２,５３７99.8２,６００２,５９５売 上 高

前年比前 年
業績

予想比
業績予想実 績
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（億円・％）

２．平成23年3月期業績予想と上期進捗率

※通期業績予想の数値は、本年5月12日公表の数値から変更ありません。

60.1１００６０純 利 益

58.3１６５９６経 常 利 益

56.2１５５８７営 業 利 益

50.9５,１００２,５９５売 上 高

進捗率
通期業績

予想
上期実績

平成23年3月期第２四半期決算の概要②

雪印メグミルクグループ
中期経営計画の達成に向けて

平成平成2323年年33月期第月期第22四半期決算の概要四半期決算の概要

合併戦略と組織体制合併戦略と組織体制合併戦略と組織体制
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雪印メグミルク雪印メグミルク

平成23年4月
合併 雪印メグミルクを存続会社とする吸収合併雪印メグミルクを存続会社とする吸収合併

１．これまでの変遷と合併要旨
〈合併戦略と組織体制〉

平成21年10月
経営統合

雪印乳業雪印乳業 日本ミルクコミュニティ日本ミルクコミュニティ

100% 100%

雪印メグミルク雪印メグミルク

日本ミルクコミュニティ日本ミルクコミュニティ雪印乳業雪印乳業
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2．合併による経営資源の再配分

H2H222

事業構造改革

研究開発強化

カテゴリー№1戦略

乳価値最大化

海外・新規事業

H2H233 H2H244 H2H255H21H21

Step3StepStep33

新規事業領域
への展開

新規事業領域
への展開

Step2Step2Step2

経営資源の
活用拡大

経営資源の
活用拡大

Step1Step1Step1

事業基盤の
強化

事業基盤の
強化

〈合併戦略と組織体制〉



8

2．合併による経営資源の再配分

H2H222

事業構造改革

研究開発強化

カテゴリー№1戦略

乳価値最大化

海外・新規事業

H2H233 H2H244 H2H255H21H21

Step3StepStep33

新規事業領域
への展開

新規事業領域
への展開

Step2Step2Step2

経営資源の
活用拡大

経営資源の
活用拡大

Step1Step1Step1

事業基盤の
強化

事業基盤の
強化

〈合併戦略と組織体制〉

次世代型総合乳業メーカー次世代型総合乳業メーカー

持株会社経営

シナジーシナジー

合併会社経営

合併合併合併

イノベーションイノベーション
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3．組織体制構築のコンセプト
〈合併戦略と組織体制〉

営業力強化に向けた拠点配置

効率的な生産物流体制の構築

地

域

フラットな組織によるスピード経営の実現

スリムな組織による間接機能の簡素化

本

社

乳
製
品
事
業

市
乳
事
業

一体化による競争力の強化

※

※市乳事業＝飲料・デザート類事業

次世代型総合乳業メーカーへの挑戦
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4．次世代型総合乳業メーカーへの挑戦
〈合併戦略と組織体制〉

STEP3STEP3

STEP1STEP1

STEP2STEP2

研究開発強化研究開発強化

カテゴリーカテゴリー№№11戦略戦略

事業構造事業構造改革改革

乳価値最大化乳価値最大化

海外・新規事業海外・新規事業

雪印メグミルクグループ中期経営計画

合併新組織により強力に推進合併新組織により強力に推進

生産投資部生産投資部

生産統括部生産統括部

次世代型生産体制

生産管理部生産管理部 海外事業部海外事業部

事業開発部事業開発部

新規事業領域拡大

ミルクサイエンス
研究所

ミルクサイエンス
研究所

商品開発部商品開発部

研究開発部研究開発部

カテゴリー№1戦略推進

営業推進部営業推進部

営業統括部営業統括部

営業競争力強化
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統合効果の早期最大化統合効果の統合効果の早期最大化早期最大化

スピード経営の実践スピード経営の実践スピード経営の実践

組織力をより強化した体制の構築組織力をより強化した体制の構築組織力をより強化した体制の構築

中期経営計画目標の達成をより確実なものとし、中期経営計画目標の達成をより確実なものとし、
更なる企業価値の向上を目指す更なる企業価値の向上を目指す

企業価値向上への更なる決意

三社合併による事業基盤強化の推進三社合併による事業基盤強化の推進三社合併による事業基盤強化の推進

イノベーションへの挑戦
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平成平成2323年年33月期第月期第22四半期決算の概要四半期決算の概要

戦略的設備投資戦略的設備投資戦略的設備投資

企業理念とコーポレートガバナンス企業理念とコーポレートガバナンス

合併戦略と組織体制合併戦略と組織体制
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戦略的設備投資(総額800億円)の実行

Step1 事業基盤の強化Step1 事業基盤の強化

効率的生産物流体制の構築効率的生産物流体制の構築

乳製品統合工場

次世代型生産物流体制次世代型生産物流体制

市乳 新海老名工場

首都圏新基幹工場首都圏新基幹工場

Step2 経営資源の活用拡大Step2 経営資源の活用拡大

カテゴリーNo.1戦略の推進設備投資カテゴリーNo.1戦略の推進設備投資

大樹工場 ｢さけるチーズ｣

国産ナチュラルチーズシェア№1国産ナチュラルチーズシェア№1

新海老名工場 ｢ナチュレ恵｣

ガセリ菌ＳＰ株で市場を牽引ガセリ菌ＳＰ株で市場を牽引

〈戦略的設備投資〉

コスト構造改革の推進コスト構造改革の推進 トップラインの伸張トップラインの伸張

中期経営計画の推進中期経営計画の推進
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経営目標

（億円、%）

平成23年3月期業績予想平成23年3月期業績予想 雪印メグミルクグループ中期経営計画
（平成21年10月8日発表）

雪印メグミルクグループ中期経営計画
（平成21年10月8日発表）

※前年比の対象金額は平成21年
4月に経営統合を実施した場合の
参考数値

105.5

103.0

108.8

103.0

前年比

100純 利 益

165経常利益

155営業利益

5,100売 上 高

金額
（億円）

200

5,800

25年度

190

5,600

24年度

170

5,400

23年度

150営業利益

5,230売 上 高

22年度

雪印メグミルクグループ
中期経営計画の達成に向けて

平成平成2323年年33月期第月期第22四半期決算の概要四半期決算の概要

戦略的設備投資戦略的設備投資

企業理念とコーポレートガバナンス企業理念とコーポレートガバナンス企業理念とコーポレートガバナンス

合併戦略と組織体制合併戦略と組織体制
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雪印メグミルクグループ企業理念

１．企業理念

私たち雪印メグミルクグループは、3つの使命を果し、
ミルクの新しい価値を創造することにより、社会に貢献する企業であり続けます。

乳（ミルク）にこだわる

酪農生産への貢献

消費者重視経営の実践

1

2

3

〈企業理念とコーポレートガバナンス〉

コーポレートスローガン

私たちの使命

17

２．合併会社のコーポレートシンボル
〈企業理念とコーポレートガバナンス〉
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代表取締役代表取締役

（平成23年4月1日予定）

グループ会社グループ会社

ＣＳＲ委員会ＣＳＲＣＳＲ委員会委員会 経営執行会議経営執行会議

株主総会株主総会

監
査
役
会

（
監
査
役
・
社
外
監
査
役
）

監
査
役
会

（
監
査
役
・
社
外
監
査
役
）

取締役会 （取締役・社外取締役）取締役会 （取締役・社外取締役）

担当取締役担当取締役

執行役員執行役員

担当取締役担当取締役

内部監査部門内部監査部門

企業倫理委員会企業倫理委員会

会
計
監
査
人

（
監
査
法
人
）

会
計
監
査
人

（
監
査
法
人
）

グループ監査役会グループ監査役会グループ社長会グループ社長会

３．企業理念実現のためのコーポレートガバナンス

社内各部門社内各部門

〈企業理念とコーポレートガバナンス〉

19



中期経営計画の
事業戦略の詳細について

説明者：
雪印メグミルク株式会社

専務取締役
中野吉晴
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戦略的設備投資(総額800億円)の推進

乳製品 統合工場

250億円

今年度528億円を意思決定済み

※: 今年度投資合計額

Step1 事業基盤の強化Step1 事業基盤の強化 Step2 経営資源の活用拡大Step2 経営資源の活用拡大

カテゴリーNo.1戦略推進設備投資カテゴリーNo.1戦略推進設備投資効率的生産物流体制の構築効率的生産物流体制の構築

次世代型生産物流体制
（既存３工場の集約）

次世代型生産物流体制
（既存３工場の集約）

市乳 新海老名工場

127億円

首都圏新基幹工場首都圏新基幹工場

大樹工場 ｢さけるチーズ｣

73億円※

国産ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞの更なる拡大国産ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞの更なる拡大

新海老名工場 ｢ナチュレ恵｣

31億円※

ガセリ菌ＳＰ株で市場を牽引ガセリ菌ＳＰ株で市場を牽引
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次世代型生産物流体制

既存3工場の集約化･新技術導入による「次世代型乳製品工場」

SCM(サプライチェーンマネジメント)の追求によるトータルコストの低減

【原料調達から製造、出荷迄の集中管理、基幹倉庫の併設】

乳製品統合工場乳製品統合工場

茨城県稲敷郡阿見町(阿見東部工業団地内) 

約11.4ha

プロセスチーズ類、マーガリン類

約5万t/年

平成23年3月予定

平成25年度下期全ライン稼動予定

横浜チーズ工場、関西チーズ工場、厚木マーガリン工場

11

22

33

44

55

66

77

場所場所

敷地面積敷地面積

生産品目生産品目

生産物量生産物量

工事着工工事着工

新工場稼動新工場稼動

閉鎖予定工場閉鎖予定工場

既存３工場集約による乳製品統合工場の建設既存３工場集約による乳製品統合工場の建設

Step1Step1
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原料から製品までの効率的な生産物流体制

現状現状 新工場稼動後新工場稼動後

原料原料

製品製品

原料倉庫原料倉庫 原料倉庫原料倉庫

お取引先様お取引先様

営業冷蔵庫営業冷蔵庫 営業冷蔵庫営業冷蔵庫

北海道

乳原料

北海道

乳原料

海外

原料

海外

原料

原料

油脂

原料

油脂

お取引先様お取引先様

営業冷蔵庫営業冷蔵庫

乳製品

統合工場

乳製品

統合工場
基幹倉庫基幹倉庫

北海道

乳原料

北海道

乳原料

海外

原料

海外

原料

原料

油脂

原料

油脂

関西チーズ

工場

関西チーズ

工場

厚木マーガ

リン工場

厚木マーガ

リン工場

横浜チーズ

工場

横浜チーズ

工場

Step1Step1
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神奈川県海老名市

平成23年7月予定

飲料新棟の本稼動

平成24年度下期予定

｢ナチュレ恵」の増強

平成23年度下期予定

首都圏新基幹工場

関東の重要生産物流拠点としての「新海老名工場」構築

コスト競争力の強化・カテゴリーNo.1戦略推進拠点化

プレーンヨーグルトの生産能力増強(平成21年度比190%)

厚木マーガリン工場(平成25年度下期閉鎖予定）跡地を含め、

物流優位な立地での将来展開を検討開始

新海老名工場新海老名工場 首都圏生産物流拠点の強化
ヨーグルト「ナチュレ恵」の増強

首都圏生産物流拠点の強化
ヨーグルト「ナチュレ恵」の増強

100

150

200

H22 H23 H24 H25 （年度）

(%)

ナチュレ恵生産能力(全国)H21年度比ナチュレ恵生産能力(全国)H21年度比11

22

33

場所場所

工事着工工事着工

新設備稼動新設備稼動

Step1Step1

Step２Step２
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北海道広尾郡大樹町

平成23年4月予定

平成24年度上期予定

11

2 2 

33

場所場所

工事着工工事着工

新設備稼動新設備稼動

国産ナチュラルチーズの更なる拡大

50

70

90

110

130

150

170

H20 H21 H22 H23 H24 H25 (年度)

(％)

新棟建設による生産能力の増強 (H21年度比160%)

「雪印北海道100」ブランド商品の戦略的拡大

国産チーズ振興政策との連動による国産ナチュラルチーズ消費拡大

大樹工場大樹工場 オンリーワン商品「さけるチーズ」の増強オンリーワン商品「さけるチーズ」の増強

生産能力(H21年度比)生産能力(H21年度比)

Step２Step２
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合併会社のブランド戦略

合併会社のブランド合併会社のブランド

Step２Step２
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合併会社のブランド戦略～ブランド体系～

合併会社のブランド合併会社のブランド

Step２Step２

コーポレート

ブランド

コーポレート

ブランド

新規戦略
ブランド

新規戦略
ブランド

商品ブランド

（商品名）

商品ブランド

（商品名）

サブ

ブランド

サブ

ブランド

商品ブランド

（商品名）

【例】

商品ブランド

（商品名）

【例】

新規戦略
ブランド

新規戦略
ブランド

雪印メグミルク
雪印北海道バター

雪印メグミルク
MEGMILK牧場の朝

雪印メグミルク
ナチュレ恵

雪印メグミルク
毎日骨太

雪印メグミルク
雪印北海道100

さけるチーズ
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カテゴリー№1戦略 ～平成２２年上期推進状況～

№1商品「雪印コーヒー」ブランド

のエクステンションとして「雪印

コーヒーZERO２」を新たにライン

ナップ

乳飲料乳飲料

独自乳酸菌（ガセリSP株）使用

新商品「ナチュレ恵megumi脂肪

0」が好調に推移
ヨーグルトヨーグルト

シナジー創出商品として雪印

北海道100（カマンベール・ゴー

ダ）使用プリンを発売
デザートデザート

オンリーワン商品「さけるチーズ」

の設備増強による増産体制を実

現

ナチュラル

チーズ

ナチュラル

チーズ

戦略設備投資戦略設備投資

ブランド投資ブランド投資

研究開発強化研究開発強化

乳価値最大化乳価値最大化

マーケティングマーケティング

Step２Step２

29

カテゴリー№１戦略 ～H22年度上期実績シェア～

H２２年度目標シェア H２２年度上期シェア

２８％

１１％

１５％

２２％

28％

10％

15％

22％

※当社調べ、家庭用商品金額シェア

ヨーグルト

デザート

ナチュラル
チーズ

乳飲料

Step２Step２

前年
+0.8%
前年前年

+0.8%+0.8%

前年
+0.7%
前年前年

+0.7%+0.7%

前年
+1.5%
前年前年

+1.5%+1.5%

前年
+1.1%
前年前年

+1.1%+1.1%
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カテゴリー№1戦略～H22年度上期実績売上高～

１０３%

１０６%

１１０%

９９%

ヨーグルトヨーグルト

デザートデザート

ナチュラル

チーズ

ナチュラル

チーズ

乳飲料乳飲料

H22年度上期売上高の前年比(家庭用商品)

Step２Step２
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カテゴリー№1戦略 ～三社合併後の取組み～

戦略的設備投資の実行
新組織構築による

グループ総合力の発揮

経営資源の活用拡大経営資源の活用拡大 新たなブランド戦略新たなブランド戦略 組織体制組織体制

新たな需要の創造 独自のポジショニング確立

更なる成長ステージへ更なる成長ステージへ

中期経営計画達成

企業価値を高めるＮＢ商品の拡大

カテゴリー№１戦略と乳価値最大化に向けた取組み推進カテゴリー№１戦略と乳価値最大化に向けた取組み推進

サブブランドによる展開
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海外事業の展開 ～“乳”でアジアに貢献する “乳”の価値を世界に拡げる～

次
期
計
画

次
期
計
画

中
期
経
営
計
画

中
期
経
営
計
画

海外事業売上高100億円
次期中期経営計画につなげる挑戦目標

本格的事業展開

育児用粉乳

栄養食品・機能性食品

事業展開事業展開

既存事業の拡大

次世代型総合乳業として

新たな領域への挑戦

豪州生産拠点への設備投資

専任者育成・海外派遣

投資と人材育成

海外事業推進体制

の本格構築

インフラ構築インフラ構築

Step３Step３
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新たな事業領域への挑戦

優位性が発揮できる「食」領域で

の広範な探索

「乳」が持つ栄養・機能性などの

価値の最大化

栄養・機能性食品への挑戦

共同開発・共同事業による新たな

事業領域へ展開

ニーズ＆シーズの探索

優位性が発揮できる「食」領域で

の広範な探索

「乳」が持つ栄養・機能性などの

価値の最大化

栄養・機能性食品への挑戦

共同開発・共同事業による新たな

事業領域へ展開

ニーズ＆シーズの探索

新たな素材

他社連携

乳「乳｣

ナチュラル
チーズ

デザート

ヨーグルト

乳飲料
平成25年

カテゴリー№1戦略
事
業
領
域
の
拡
大

事
業
領
域
の
拡
大

高齢化の進行、健康志向の顕在化高齢化の進行、健康志向の顕在化

新規事業領域
＋

周辺拡張領域

新規事業領域
＋

周辺拡張領域

Step３Step３

推進体制を整備するため、
「事業開発部」を設置

（平成23年4月）

推進体制を整備するため、
「事業開発部」を設置

（平成23年4月）



34

本資料中の見通しや目標等、将来に関する記載事項は、本資料作成時点に
おいて入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績等は、今
後の種々の要因によって、本資料の記載事項と異なる場合があります。
また、業績予想に関する数値等は、今後予告なしに変更されることがありま

すので、予めご承知おきください。

本資料中の見通しや目標等、将来に関する記載事項は、本資料作成時点に
おいて入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績等は、今
後の種々の要因によって、本資料の記載事項と異なる場合があります。
また、業績予想に関する数値等は、今後予告なしに変更されることがありま

すので、予めご承知おきください。

本資料の見通しに関するご注意


